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は じ め に
秋田県ＮＩＥ推進協議会会長 阿 部 昇秋田大学大学院教育学研究科教授

２０１７年・２０１8年の学習指導要領では、「主体的・対話的で深い学び」が重視され
ています。それと関わり「見方・考え方」を鍛えるべきことも明記されています。各教科に「言
葉による見方・考え方」「社会的な見方・考え方」「数学的な見方・考え方」などが位置づけ
られました。また、「言語能力」「情報活用能力」「問題発見・解決能力」の育成も重視され
ています。さらには「社会に開かれた教育課程」という記述もあります。
これらは、いずれも新聞つまりＮＩＥに深く関わってきます。「見方・考え方」はより高

次の教科内容と捉えることができますが、それを鍛えるために新聞は極めて有効です。「言
語能力」「情報活用能力」が新聞と深く関わることは、申し上げるまでもないと思います。「社
会に開かれた教育課程」という点からも、新聞の重要性は確認できます。
今回の学習指導要領で、教育にとって新聞が特に大切なものであるということが、一層明
確になったと思います。これからはＮＩＥが一部の先生方のものから、すべての先生方のも
のになっていくことを強く求めているとも言えます。

＊
それを先取りする意欲的で先進的な実践が本実践集では数多く紹介されています。
国語科では、「サッカーワールドカップ2018」の記事を読み比べる小学校の授業がありま

す。同じ記事でも「書く人によって、これほど見出しや記事の内容が違うことに驚いた」と
いう感想が生まれました。元号についての新聞記事を資料として改元について考えていく高
校の「国語表現」の授業があります。そして、実際に自分たちで元号案を作るという活動も
しています。社会科では、火災についての記事を多く集め、それを検討しながら防災につい
て考えるという中学校の授業があります。地元紙や全国紙を参照しながら、少子高齢化によ
り地域の異変に住民が気づきにくくなっている現状、古い家屋の密集という問題などをあぶ
り出しました。その上で「地域の一員として、防災にどう関わるか」を考えていきました。
総合的な学習の時間では、「大豆」をテーマに新聞を活用した授業が小学校で展開されま

した。学年を超えての学習です。「大豆検定」を行ったり、「えだまめ通信」や「水耕栽培の
新聞」作ったりしながら学習を深めていきました。小学校の道徳の授業では、スーパーボラ
ンティアの尾畑春夫さんを取り上げた記事を集め、勤労や公共についての学びを深めました。
また、小学校の別の道徳の授業では、引退した秋田出身の豪風関の記事を集め、郷土愛につ
いて多様に学んでいきました。
それ以外にも、「新聞記事から始まるトークタイム」「新聞コンクール」「学級ＮＩＥコー

ナー」など豊かで多彩な実践が多く含まれています。
＊

これらの実践をモデルとしながら、新学習指導要領を見通した先進的なＮＩＥ実践を、秋
田から発信していけたらいいと考えます。
最後に先生方にお願いです。もっともっと気軽に新聞社の方々に教材開発、授業開発など
についてご相談ください。どんなことでもいいので援助を依頼してください。秋田県の新聞
社の方々は、先生方からのご相談に積極的に応える準備をされています。もちろんゲスト
ティーチャーの依頼にも応えてくださいます。教育界と新聞界とのコラボこそが、これから
の新しい実践を作り出すのだと思います
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②新聞スクラップ
  ５，６年生で新聞スクラップ作りを
行った。家庭で新聞を取っていない子ど
ももいるため，NIE コーナーから記事を
選んでいる子どもが多かった。要点にサ
イドラインを引くこと，読み終わった後
は，自分の意見を書くことを継続した。
初めは，どんな記事を選んだらよいのか
戸惑う子どももいたが，回を重ねるうち
に慣れ，意見文の内容にも深まりが見ら
れるようになった。学年通信では，この
取り組みを紹介するとともに，子どもが
選んだ記事について家庭で話題にしてほ
しいとお願いした。一部の家庭ではあっ
たが，協力してくれたことは，成果であ
る。

③ミニプレゼン
  ６年生では，毎週月曜日の朝学習を「新
聞スクラップミニプレゼンタイム」と称
して，自分の選んだ記事について宣伝す
る時間とした。これは，NIE 盛岡大会の
講演会で齋藤孝先生が紹介されていた実
践を参考にしたものである。まず，グルー
プで１人１分間，自分の選んだ記事を紹
介する。グループ全員の紹介が終わった
後，最も興味をもった記事を一つ選び，
その話題について3分程度グループのメ
ンバーで話し続けるという活動である。
  記事の内容を１分間で伝える事はなか
なか難しい。記事の一部を読んだだけで

は記者の意図したものが伝わらない。こ
の活動を続けたおかげで，記者の意図し
たことを正しく読み取る力や，要約する
力が徐々に付いてきた。また，一つのテー
マで一定時間話すことを続けてきたこと
で，話題に沿って話す力や話をつなげた
り広げたりする力も付いてきたように感
じる。

④学習のまとめとしての新聞作り
  各学年で，積極的に取り組んだ。実際
に新聞の見出しの付け方やリード文，割
り付けなどを参考にした学年も多く，こ
れまでの新聞作りに比べて完成度が高
かった。
＜各学年の新聞＞
・はたらく人とわたしたちのくらし
・大好き，風の松原  (3年生）
・大切な水，くらしを守る消防 (4年生）
・宿泊体験学習の思い出  (５年生）
・修学旅行での体験記  (６年生）

＜スクラップノート＞ ＜自分の記事をミニプレゼン＞
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⑤新聞を活用した授業
◇ ６年道徳「社会のためにつくす」勤労，
公共の精神 C-(14）

  この授業は，朝日新聞(10／14）の 
「恩返しの奉仕 年金で十分」の記事
を中心教材として行ったものである。
この記事には，昨年，スーパーボラン
ティアとして各種メディアに取り上げ
られた尾畠春夫さんの生い立ちや考え
方が記されている。ボランティア活動
を続ける尾畠さんの生き方を知り，思
いを考える中で，働くことや社会に奉
仕することの意義を理解し，公共のた
めに役に立つことへの意欲を高めるこ
とをねらって行った。
  授業では，記事を読んだ感想を元に
しながら，尾畠さんの考え方や生き方
を集約し，これらを支えている思いに
ついて議論させた。タイトルにもある
「恩返し」の意味を問うことで，子ど
もたちは様々な角度からじっくりと考
えていた。終末には自分の生き方にど
のようにつながるかを考え，まとめさ
せた。

【この授業における成果と課題】
○ 子どもたちがよく知っている人物の記
事を活用することで，興味をもって課
題解決に向かうことができた。また，
記事を通じて多くの事実を知ること
で，人物像を捉えやすいという利点も
あった。
○ グループの話合いでは，どの子どもも，
自分事として捉え直したことを真剣に
語っていた。
○ 関連資料として複数の記事を提示する
ことで，多方面で活躍する事実を伝え
ることができた。
● 記事そのものを活用する場合，読み取
りに差が出る。また，複数の価値が混
在するため，記事の提示の仕方や発問
を吟味する必要がある。

＜３年生のはたらく人新聞＞

＜記事から学んだ事を出し合う＞

＜補助資料として提示した記事＞
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◇５年道徳「ふるさと秋田のために」
 伝統や文化の尊重，国や郷土を愛する
態度 C-(1７）
  平成3１年１月２２日，郷土出身の
力士豪風関が引退した。この授業は，
そのことを報じた記事を取り上げ，相
撲にかけた豪風関の思いについて考え
た。
  初めに見出しが「3９歳，１７２セ
ンチ豪風完全燃焼」の記事を提示した。
この記事から子どもたちは，「年齢に
関係なく，勝つために努力をした。」「大
きな相手にも負けないように努力し
た。」などと，豪風関の思いを考えた。
そこで，「それだけだろうか」と問い
ながら次の記事を提示した。
  この記事は，豪風関が場所後にいろ
いろな地域を訪れ，交流していたこと
を報じたものである。

  記事に用いられている写真や見出し
から，様々な意見が出てきた。
・ 少しでも長く相撲をとって，応援し
てくれる秋田の人に恩返しをした
かったのではないか。
・ 相撲でいろいろな人を笑顔に(元気

に）したかったのではないか。
  初めは自分のために相撲をとって
いたのではないかと考えていた子ど
もたちが，二つの記事を読み比べる
ことによって，地域にかける思いも
大きかったことに気付いていった。
  授業の振り返りには，次のような
ことが書かれていた。「豪風関のよ
うに，人を元気，笑顔にできるよう
にわたしも努力をしたい」。同じよ
うな内容の振り返りをした子どもが
たくさんいて，こうしたふるさとに
かける思いは，本校の校訓である「立
志」の実現にもつながるものである。

３．成果と課題
○ 新聞記事に興味を示す子どもが非常に増え
た。スピーチやスクラップを使ったミニプ
レゼンを楽しみにしている子どもも増え
た。
○ 読むスピードが速くなった。また，要点を
整理したり，まとめたりする力が徐々に付
いてきている。
○ 社会に関心を持ち，社会で問題になってい
ることを自分たちの問題としてとらえ，よ
りよい社会になってほしいという意識をも
たせることができた。
○ 道徳や国語等で，新聞を中心教材や補助教
材とすることで，授業での効果的な活用の
仕方を探ることができた。
● 教師主導の実践が中心であった。児童の主
体的な活動を促すためにも，児童会でも新
聞を活用した活動に取り組ませたい。
● 今年度は，各学年に実践を任せたが，学団
や全校で一斉に取り組む機会を設け，新聞
の有効活用を図りたい。
● ２年目としての研究を深めるためにも，新
聞を活用することでどんな力を付けるべき
かを明確にしたい。
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新聞を読み，視野を広げ，学習に生かそう
秋田市立金足西小学校
教諭 三 谷 文

１．はじめに
本校は，秋田市北部に位置し，児童数

１７２名の小・中規模校である。田園と緑の
木々に囲まれ，恵まれた環境にある。また，
本校は，「どじょっこふなっこ」の歌発祥の
の地として知られ，毎年，「どじょっこふなっ
この歌を楽しむ集い」が開催されている。保
護者や地域の方々と感動を共有し，文化を継
承している。
今年度，ＮＩＥ実践校として，新聞を学習
活動に取り入れ，様々な世界に触れたり他者
の考えを知ったりすることを通して，自分の
考えを深めようとする態度を育てることを目
指して授業づくりや環境整備を行ってきた。

２．実践内容
1各学年の実践から
【１年生】
○国語科「かたかなをみつけよう」
  子ども新聞等から，かたかなを見付
けて，単文を作る活動を図書館司書と
ティーム・ティーチングで行った。
  新聞から言葉を探すことで，今まで以
上にかたかなの言葉に興味を示し，言葉
の意味や記事の内容を何度も質問して，
たどたどしいながらも記事を読むことが
できた。予想以上にかたかなが多く使わ
れていることに驚き，たくさんの言葉を
見付けてノートに書くことができた。探
した言葉を使って文を書く作業にも，意
欲的に取り組み，どのような言葉がかた
かなになっているかを考えていた。授業
後の振り返りでは，新聞の文字や文章に
じっくり向き合ったことが初めてだっ

た，と答えた子どもがほとんどだった。
活動後は，図書館で新聞に興味を示し，
手に取る子どもが少しずつ増えている。

【２年生】
○国語科「冬がいっぱい」
  新聞記事の中から，冬に関係する言葉
を探し，カードに書く活動を行った。
  子どもたちの新聞への興味・関心が大
変高く，活動が終わってももっとやりた
いとの声が多く上がった。これまで新聞
をじっくり読む機会はほとんどなかった

〈ペアで言葉を探している様子〉

〈言葉の意味や記事の内容を，図書館司書に
聞いている様子〉
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子どもたちが，興味を持って新聞に向
かっていた。

【３年生】
○国語科「冬の楽しみ」
  冬らしい言葉を新聞から見付ける活動
を行い，次の時間には，見付けた言葉を
もとに五・七・五のリズムで文を作る活
動を行った。
  この活動により，新聞には，たくさん
の言葉が載っていることに驚く子どもが
多く見られた。また，新聞でさらに言葉
を見付けてみたいという気持ちが高まっ
た。意味が分からないときは，国語辞典
を使って熱心に調べるなど，言葉の意味
を知りたいという欲求が強くなってき
た。

【４年生】
○国語科「新聞を作ろう」
  実際の新聞にも触れながら，新聞名，
見出し，記事，絵・図，割り付けなど，
聞を構成する内容を学習した。
○�総合的な学習の時間「ふれあおう は
じめの一歩」

  国語の「新聞を作ろう」の後に，福祉
について自分たちで調べたことを新聞に
まとめ，友達に伝えようという活動を
行った。
○�社会科「水はどこから」「ごみはどこへ」

 校外学習で訪れた仁井田浄水場，総合
環境センター，リサイクルプラザから
一カ所を選び，学習してきた内容を新
聞にまとめる活動を行った。
  見出しや絵・図など，紙面の至る所
に読み手のための工夫があることを理
解し，目を引くような見出しを考えた
り，絵や図を使って分かりやすくした
りすることができた。また，校外学習
の内容を新聞にまとめる活動では，新
聞の作成が２度目ということもあり，
見出しや挿絵，記事の内容の精選など，
進歩が見られた。

【５年生】
○国語科「新聞を読もう」
  複数の新聞記事を読み比べることの意
味や効果を知ったり，見出しやリード文
から要旨を捉えたりすることができるこ
とをねらい，単元を展開した。
＊単元の流れ
・ 新聞から見付けた気に入った記事に
ついて，分かったことと感想を書く。
・ 報道記事の特徴をつかむ。
・ 教師が用意した一般紙の記事の中か
ら，気に入った記事を選び，同じ記
事を選んだ友達と感想を交流する。
・ 二つの記事を読み比べる。
取り上げた記事
「日本 見えた金星，幻に」

  (７/ 4秋田魁）
「夢の8強 まだ遠く」  (７/ 4読売）
  二つの記事を比べて読む学習をするた
めに，秋田魁新報と読売新聞に掲載され
た「サッカー2018ワールドカップロシ
ア大会」の記事を図書館司書にストック
してもらった。読み比べの学習後の振り
返りには，「同じ出来事を伝える記事で
も，新聞によって考え方や注目するとこ
ろが違うことが分かった。」「二つの新

〈冬らしい言葉を探す様子〉
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聞を読むことで，たくさんの情報を得る
ことができる」「記事を書く人によって，
これほど見出しや記事の内容が違うこと
に驚いた」といった感想が書かれてい
た。比べて読む経験はほとんどの子ども
にとって初めてのことだったが，読み比
べることの意味やよさに気付いた子ども
が多かった。また新聞への関心も高まっ
た。

【６年生】
○国語科の「学級討論会をしよう」
  社会的な話題を取り上げ，賛成・反対
の立場に立ってお互いに意見を交わし
た。その際，新聞の記事から必要な情報
を得ながらグループで意見をまとめる活
動を行った。
○社会科の歴史の学習
  夏休み前までの学習内容から自分で課
題を決め，学習内容をまとめた歴史新聞
を作成する活動を行った。
○�総合的な学習の時間「見つめよう自分
～１２歳のドリームロード～」
  自分の生き方を考える前段階として，
まずは自分たちが暮らしている秋田県に
はどのような課題があるのかを新聞から
探る活動を行った。
○社会科の公民分野の学習
  学習内容が自分たちの生活と密接して
いるということを実感できるよう，学習

内容が新聞の記事にどれぐらい登場して
いるのかを調べる活動を行った。
  学習した内容を新聞にまとめる活動で
は，紙面作成の例として実際の紙面を取
り上げることにより，見出しや割り付け
の工夫，内容の充実を図ることができた。
また，時事欄や社説など，紙面の構成や
記事の特性を理解し，目的意識をもって
新聞を読み込むことができた。 そして，
新聞によって取り上げる記事の種類や内
容に違いがあることに気付き，得たい情
報によって新聞を選択して読み込む姿が
見られた。断片的に情報が得られるイン
ターネットよりも，多面的，総合的に情
報を得られる新聞のよさを実感し，日常
的に新聞を読む児童が多くなってきた。
さらに，世の中の出来事や問題に対する
関心が高まり，社会的な話題で議論する
姿が見られるようになってきた。

2図書委員会の活動
  各学年の図書委員のおすすめの記事を集
めて，切り抜き新聞作りを行った。割り付
けも話し合い，コメントを書き貼り付けた。
図書室前に掲示して紹介し，新聞への関心・
意欲を高めるようにした。

⑶図書館司書との連携
①新聞コーナーの設置
  児童がよく通る児童玄関や図書室前に

〈二つの記事を読み比べる様子〉

〈図書委員のおすすめ新聞〉
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は，図書館司書が選んだ記事を掲示して
いる。また，子どもたちの活躍等が掲載
された記事も掲示して紹介した。

  4～６年生の教室がある3階の新聞
コーナーでは，その日の新聞3～4紙を
手に取って読めるようにした。約１カ月
分の各社の新聞も棚に集めて置いた。新
聞の交換や掲示などは，図書館司書が管
理しており，子どもたちがスピーチの題
材を探したり，担任が授業で活用したり
する時に使いやすい環境となっている。

②司書作成の「おすすめ記事」の活用
  図書館司書が学年に合わせて作成した
「おすすめの記事」やテーマごとの「お
すすめ記事」を印刷し，図書室前や4～
６年生教室前の新聞コーナーに置き，子
どもたちが自由に持って行って読めるよ
うにした。

３．成果と課題(○成果 ●課題）
○ 図書館司書と連携して学習環境整備を行っ
たり，記事の収集やコピー，切り抜き等の
各学級の活動を補助してもらったりするこ
とで，全校の子どもたちが新聞を活用した
様々な学習や活動に取り組むことができ
た。
○ 単元の流れや学習活動を工夫したことに
よって，自分の考えや視野が広がるよさを
味わい，新聞と，新聞に書かれている記事
の内容に関心をもつ子どもが増えてきた。
○ 国語科を中心に各教科で新聞を効果的に活
用することにより，読解力や言葉への関心
が高まってきた。
● 新聞を読む時には，記事の内容が難しく，
理解できない子どもも見られた。児童の実
態に合わせた新聞の提供の仕方を工夫する
ことや，授業で取り入れることを継続的に
行うことで，興味・関心が持続できると考
える。
● 家庭で日常的に新聞を手にする子どもたち
が多いとは言えない。新聞を活用した授業
の様子をおたより等で保護者にも知らせる
ことで家庭にも啓蒙していきたい。また，
家庭学習を活用し，授業で活用した新聞記
事について家庭で話題にする機会を増やし
た。

〈図書室前の新聞コーナーの掲示〉

〈司書が作成したおすすめ記事〉

〈４～６年生教室前の新聞コーナー〉
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新聞に親しみ，学びの楽しさを実感できる子どもの育成
横手市立浅舞小学校
教諭 向 井 周 子

１．はじめに
本校は，研究主題を「平鹿発！『学び合い』
その先へ！ ～言葉をつないで学び合い，学
びを実感する授業づくり～」とし，他と進ん
で関わり合い主体的に自分の問いを解決しよ
うとする子ども，互いのよさを認め合い共に
学び合う子ども，自分の学びを実感し自己有
用感を持つ子どもの姿を目指して研究を進め
ている。
今年度は，ＮＩＥ実践指定２年目である。

思考を支える言葉の力を育成するために，新
聞と触れ合う機会を大事にしながら，発達段
階に応じた段階的で継続的な指導が必要であ
ると考え実践してきた。

２．実践内容
1ＮＩＥの環境づくりの工夫
①「学級ＮＩＥコーナー」の設置
  全学級の廊下にＮＩＥコーナーを設置
し，一人一人の考えや感じ方が見えるよ
うに，全員のシートを掲示している。同
じ記事でも，一人一人の考えは多様であ
ることを感じさせたり，語彙を増やした
りすることを目指した。

②「学校ＮＩＥコーナー」の整備
  年度当初は，校舎２階に設置していた
「学校ＮＩＥコーナー」(ほっとステー
ション）を，より活用しやすくするため
に，１階のコモンホールに移動した。一
般向けの新聞や児童新聞を置くコーナー
をつくり，いつでも新聞に親しむことが
できる環境を整えた。環境美化委員の児
童が，閲覧コーナーの新聞の入れ替えを
担当し，おすすめの記事が載っている
ページを開いて掲示するなど工夫してい
る。新聞はストックし，児童の学習(家
庭学習の調べ学習等）に使えるようにま
とめている。

③�理科室・イングリッシュルーム・保健
室前のＮＩＥコーナー

  それぞれの特性に応じたコーナーを設
置し，単元に関係のある内容や身近で驚
きが感じられる記事を選定して掲示して
いる。
④昼の放送で新聞クイズの出題
  新聞に関心をもってもらうために，環
境美化委員会の児童が昼の放送で新聞記
事のクイズを出題するなど，新聞を活用
した活動を工夫している。

６年生のＮＩＥコーナー

学校ＮＩＥコーナー
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新聞を活用した発信力の育成
鹿角市立八幡平小学校
教頭 近 藤 智 弥

１．はじめに
本校は、緑豊かな八幡平の雄大な自然に囲
まれ、春夏秋冬の移り変わりを校舎から間近
に望むことができる。全校児童数は、昨年度
と変わらず１8７名である。地域の方々や保
護者は学校への関心が高く、本校の教育活動
に対しても大変協力的である。学校教育を推
進していく上で、恵まれた環境にあることを
日々実感している。
２8年度からＮＩＥの実践に取り組み始

め、今年度が3年目となる。今年度は、昨年
度までの実践を継続すると共に、新聞の教材
としての活用方法についての可能性を探り、
更に広げることを目指して取り組んできた。

２．実践内容
1国語科での記事の構成を考える学習
【単元名】私たちの町を紹介しよう（６年）
【取り組みの内容】
・ 夏休み中に本校を訪問する東京都の小学
生に、鹿角市の名産品や伝統芸能を紹介
するパンフレットを作成することにな
り、読み手に分かりやすく､ 正しく伝え
られるように，新聞記事の構成について
学習した。
・ 前回作成したパンフレットと，新聞の一
面を見比べ，記事の見やすさと読みやす
さについて課題を提示した。
・ 新聞記事は，同様のニュースを扱ってい
るものを複数選んで比較し､ 知らせたい
内容や大事にしたいポイントによって､
記事の構成が変わることを捉えられるよ
うにした。
・ グループ毎に新聞記事の構成についての

特徴や共通点を見付け，それを全体で共
有し特徴をまとめた。まとめた特徴に
沿って，自分たちが書いた記事を構成し，
パンフレットを作成した。

【児童の様子】
・ 複数の新聞記事を比較したことで，より
構成の工夫に目が向くようになり，多く
の特徴を見付けることができた。
・ 見出しの書き方について注目した児童も
いた。気に入った見出しについて理由を
話し合ったことで，より分かりやすく伝
えるためには言葉選びも重要であること
についても理解を深めることができた。

2総合的な学習の時間での新聞作り
�【単元名】しぼり大根を知り隊！広め隊！
～まとめ新聞をつくろう～（３年）
【取り組みの内容】
・ 「どうして名産品になったのか」「どう
して辛いのか」などの疑問に思うこと

《
秋
田
名
物
の
き
り
た
ん
ぽ
を
紹
介
し
た
新
聞
形
式
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
》
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⑹放送委員会の実践
【取り組みの内容】
・ 毎週金曜日の昼の放送で，放送委員が
その週の新聞から記事を選択し，記事
の主な内容と自分の感想を紹介した。

【取り組みの様子】
・ 放送の内容が偏らないように，スポー
ツ，時事問題，地域での児童生徒の活
躍など様々な記事を取り上げていた。
・ 放送を聴いている児童たちからは，友
達同士で頷いたり，自分の感想を述べ
たりする姿が見られ，給食中の全校児
童の話題となっていた。

⑺児童玄関前の新聞コーナーの充実
【取り組みの内容 ･様子】
・ 昨年度に続き，当番になっている図書
委員が職員室に当日の新聞を受け取り
に来て，新聞コーナーに並べた。
・ 当番の児童が，全校児童に読んでほし
い記事を選び，目に付きやすいように
紙面を広げて置いた。また，みんなの
目に留まるように，ポップを手作りし
た。手作りしたことで，新聞コーナー
が，より身近に感じられるようになり，
足を止めて読む児童が増えた。

３．成果と課題
1成果
・ 家庭で新聞を読み感想を家庭学習ノート
に書いてくる児童や，学校の新聞コー
ナーの新聞を読む児童が増えるなど，新
聞への関心が高まった。

・ 調べたことや感じたことをまとめて発信
する手段として，新聞を選択する児童が
多くなった。
・ 図や表，グラフなど，視覚的効果も考え
て新聞を作成したり，委員会活動でのお
便り作りをするようになった。
・ 収集した情報から必要な情報を短時間で
取捨選択できるようになってきた。
2課題
・ 自作の新聞のレイアウトや内容について
だんだんとパターン化してしまう児童も
見られる。新聞や子ども新聞などを，そ
の都度提示して参考にさせるなどしてい
きたい。
・ 学習中だけでなく，日常的に児童が新聞
に触れられるような環境づくりや活動を
考えていきたい。
・ 自分自身で推敲していく力をさらに身に
付けさせられるられるように，継続した
作文指導や語彙を豊かにする指導が必要
である。
・ 自分が興味を持った記事については，意
欲的に読んでいたが，政治や経済などや
や馴染みの薄い記事については，どうし
ても関心が低かった。様々な種類の記事
への関心を高め，多様な見方や考え方が
できるようにさらに指導していきたい。

４．おわりに
ＮＩＥの実践も3年目ということで，各学
級担任も授業で新聞を活用することに大分慣
れた様子が見られ，子どもたちも新聞記事の
特徴を理解し活用できるようになった。何よ
りも，子どもたちの新聞に対する関心が高
まったことが，実践を継続してきての一番の
成果だと考える。
ＮＩＥ実践校としての3年間の取り組み

が，子どもたちの成長を促す貴重な機会と
なった。最後に，その機会をいただいた秋田
県ＮＩＥ推進協議会に感謝申し上げたい。

《新聞記事を選び，選んだ記事を放送で紹介
する児童》
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関する記事を『ちょこっとＮＩＥ』として校
内の数か所に掲示した。児童が見逃している
記事も多く，立ち止まって読んでいる姿が見
られた。

2新聞を通した情報発信
①総合的な学習の時間
  本校では，総合的な学習の時間に，地
域に根ざした農業に関連したテーマで学
習を行っている。テーマは以下の通りで
ある。
3年：大豆検定(初級編）
4年：大豆検定(上級編）
５年：ふれあいマイ田んぼ
  3年生は，「大豆検定(初級編）」として，
「湯上がり娘」「秋田ほのか」「かおり五葉」
など，数種類の大豆を栽培し，生長して
いく様子を観察し，収穫した枝豆の大き
さ・形・味の違いなどを調べ，それぞれ
の特徴を調べた。味を調べる際には，種

類毎のゆで時間と堅さの変化についても
確かめた。学習のまとめとして，「えだ
まめ新聞」を作り，掲示した。
  4年生は，「大豆検定(上級編）」とし
て，大豆の加工品について調べ，大豆が
どのように活用されているのかを児童そ
れぞれがテーマに沿って資料を集め，分
かったことをまとめた。地域のＪＡに協
力を依頼し，児童が味噌作りに挑戦した。
児童それぞれが味噌の熟成を期待しなが
ら持ち帰った。活動のまとめとして，新
聞にして掲示した。

  ５年生は，「ふれあいマイ田んぼ」の
学習として，学習田とバケツ稲の栽培を
通し，その生長の様子を調べた。今年は
芽出しをテーマとした。麦茶・紅茶・と
ぎ汁・天然水などの芽出しに使った水の
違い，芽出しの水の温度や水量の違いに

〈潟上市・近隣市町村のニュース〉

〈３年 えだまめ新聞〉

〈環境委員会のニュース紹介〉

〈５年 水稲栽培のまとめ〉
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つけ，児童に紹介していく必要があると
考える。
・ 文章を読むことを苦手としている児童も

いることから，抵抗感を減らすために新
聞の紙面から選択して提示することが必
要である。
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「関わり合いの中で 高め合い 学び合う NIE の実践」
～比べて話すことを通して豊かな表現力を育てる～

大仙市立豊川小学校
教諭 加賀谷 秀 樹

１．はじめに
本校では，平成2７年度からＮＩＥ教育の

実践校となり，新聞を活用した学習・活動に
取り組んできた。本校は全校児童５１名の小
規模校であるため，授業では固定された集団
の中で学び合うことが多く，自分の考えを言
葉にして的確に表現することを苦手とする傾
向にある。そのため，昨年度から「比べて話
すこと」に力を入れ，的確に表現すること，
豊かに表現することができる子どもの育成を
目指してきた。昨年度の成果として以下の4
点が挙げられた。
⑴ 「○○さんと(同じで，似ていて，違っ
て）～です」のように，相手の発言を受
けて比べて話すことができるようになっ
てきた。
⑵ 自分の思いや考えを進んで話そうとして
いることが，授業の振り返りなどから感
じられるようになってきた。
⑶ ベースとなる人間関係が良いため，安心
して自分の考えを話すことができ，相手
が何を伝えたいか，考えをじっくりと聞
き，足りないところがある場合はそれを
補う発言をすることができた。
⑷ 豊かな表現力を付けるために語彙を増や
したいという意欲が見られ，積極的に辞
書を引いたり，本や新聞を読んだりする
ことができた。
そこで，今年度は昨年度のテーマを引き継
ぎつつ「豊かな表現力」を「相手意識・目的
意識をもって表現する力」「自分の思いをもっ
て伝えようとする力」と捉えNIE を研究推
進の１方策として継続実践することにした。

２．実践内容
1授業等での新聞の活用
①授業での活用
英語に触れる(外国語活動）
天気図・暦(理科）
新聞の基本構造を捉えて

  (社会科・総合的な学習）
副教材，スピーチのテーマ(国語科）
②家庭学習での活用
・ 気になる記事を切り抜いて家庭学習
ノートに添付し，感想を記録。
・ 異なる記事の見出しを組み合わせて
フェイクニュースを作成。

2新聞写真タイトルコンテスト
  継続して行っている取り組みで今年で
3年目。夏休みと冬休みの２回，3年生
以下は親子で挑戦，4年生以上は自力で
挑戦と部門を分け，「豊川小学校 写真
タイトルコンテスト」を行った。興味を
もった新聞写真を記事と一緒に切り抜
き，自分なりの視点から写真のタイトル
を考えるもので，短い感想も書かれてい
て，新聞記事のどの部分に着目したのか
が分かり興味深い。
  児童全員がコンテストの審査員とな
り，各部門から１人１作品ずつ良いと
思った作品にシールを貼って投票して
いった。今年の夏は，金足農業の記事が
多く，選んだ写真や記事が同じという作
品が多かったが，選考する児童は，どれ
が最も良いか，タイトルの付け方を吟味
しながら投票していた。
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  以下は，児童による冬休み明けの新聞
写真タイトルコンテストの審査の様子。

  夏休み明けの新聞タイトルコンテスト
受賞作品をいくつか紹介するとー。

  上の作品のように，地元出身の方が
載っている記事を見付けタイトルを考
えた児童がおり，新聞をすみずみまで
チェックしていることがうかがえた。
⑶つながるタイム
  月１回，２０分間の朝活動の時間に

行っている。「つながる」とは，同じ新
聞記事でつながる，感想の交流でつなが
る，グループで話し合い，キーワードを
共有することでつながることを通して，
比べてつなぐ発言の仕方を身に付け，自
他の考えを伝え合う意欲を高めることを
狙いとしている。
  つながるタイムで使用する新聞記事
は，教師が児童の興味関心や読む力等の
実態を考慮して選ぶ。
活動は以下の3ステップで実践した。

①記事の内容を理解する。
低学年… 教師が解説しながら読み聞か

せする。
中学年… 教師が読み聞かせした後，児

童が質問。質問されたことを
受けて解説。

高学年… 児童の１人読みの後，質問。
質問を受けて教師が解説。

どの記事に投票するかじっくりと選ぶ児童

時には選考理由の話し合いが始まることも

親子で挑戦部門 金賞
「負ける気がしねぇ！」

親子で挑戦部門 金賞
「金農アザラシぞり�はんぱないって」

自力で挑戦部門 金賞
「美人を育てた豊川」
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②感想をもつ。
  新聞記事の気になった部分に赤鉛筆で
サイドラインを引く。その後，１人１枚
のホワイトボードに自分の感想を端的な
言葉，例えばキーワード的なもので書く。
③感想を交流する。
  3，4人のグループを作る。グループ
内で一人ずつ順番に記事に対する感想を
述べる。このときにホワイトボードを見
せながら言葉をふくらませるようにして
感想を言う。２人目以降は，「○○さん
と同じで～」「似ていて～」「違って～」
のように比べて述べるようにする。

  中学年以上は，この後，友達の考えを
聞いた感想も交流し合う。時間があれば
グループでの感想交流の様子を伝え合う。
  学年末になると，新聞記事を教師が選
ぶのではなく，児童が選択することも
あった。

３．成果と課題
1成果
・ 授業等での新聞の活用では，児童が情
報源として新聞を自ら活用し，社会の
様々な出来事に関心を持つようになっ
てきた。また，学習のまとめとしての
新聞作りに取り組むときには，実際の
新聞から学んだレイアウトや見出しの
工夫等，表現方法を生かすようになっ
た。また，伝えたいことを限られた分
量にまとめる力もついてきた。
・ 新聞写真タイトルコンテストでは，家
庭との協同，新聞記事を通じての親子
の会話の増加，言葉に対する感覚・表
現力の向上がみられた。
・ つながるタイムでは，書いてあること
のおおよその内容を把握する力，大切
な言葉を見い出す力，相手意識をもっ
て話す力，話す人の意図を考えながら
聞く力がついてきた。

2課題
・ 新聞コーナーがマンネリ化してきたの
で，切り抜いての掲示や学習進度に合

新聞記事の言葉の意味や内容について質問

ホワイトボードを見せながら感想を述べる

感想交流の様子を他のグループに紹介

記事を選択中の６年生
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わせた特集コーナーを作る等の工夫が
必要。新聞を余り見ない児童への興味
関心の喚起を図りたい。
・ 学習指導要領の改定に伴い，新聞活用

の年間指導計画を見直す必要がある。
・ 各学年，学団単位で取り組んでいるそ
れぞれの活動を，全教職員が共有化し，
改善を図っていく必要もある。
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実生活と関連付け、生かすＮＩＥの実践
能代市立能代第一中学校
教諭 相 沢 晶 子

１．はじめに
本校は昨年、創立７０周年を迎えた地域の
伝統校である。校是「覇気」を昭和43年に
制定した際、当時の校長は校是への思いを「将
来いかなる人生の道を歩むにしてもその目的
に向かって、自分で考え、積極的に実行しよ
うとする意欲と、努力する姿をあらわしてい
る。」と記している。以来、一中生の目指す
べき姿と意気込みを示しており、受け継ぐべ
き精神として現在に至っている。
本校の特色の一つとして、学校都市活動が
挙げられる。一般的には生徒会活動と呼ばれ
るが、本校では学校を一つの「都市」、生徒
一人一人を「市民」と捉え、「学校都市憲法」
に基づいた活動が成されている。これは校歌
に歌われる「高く明るい自治精神」と合致す
るもので、一人一人が市民としての自覚をも
ち、より充実した学校生活を送るために自分
たちの手で自分たちの考えを実行し、諸問題
を自分たちの手で解決することを目標として
いる。本校では各教科の授業においても、生
徒同士で討論をしたり、話し合ったりする中
で、考えを深めたりする活動を積極的に取り
入れ、授業においても自治精神の向上を図っ
ている。
今年度の取り組みにあたり、3年生７8名
を対象に調査をしたところ、右の資料のよう
な結果となった。新聞に毎日触れられる環境
にある生徒は半数ほどいるものの、日常的に
読んでいる生徒はごくわずかだった。そのた
め、新聞の見方が分からない生徒も多いこと
が分かった。さらに、「情報はテレビやイン
ターネット等のメディアで得る」が大半で、
「活字が並んでいると読む気になれない」と

訴えた生徒もいた。このような状況を踏まえ、
あえて新聞に触れさせ、記事や写真、図など
を資料として活用させたいと考え、社会科を
中心とした実践を構想した。
本校は今年度、ＮＩＥ研究指定校となった

のを機にこれまでの本校の新聞を活用した取
り組みを整理するとともに、社会科(特に中学
3年生）での実践を軸として、教科での活用を
探ることとする。そして、その成果と課題を
受けて２年目には、各教科で、最終年度には
各教科の授業のほか、生徒会活動や学校行事
等にもＮＩＥを取り入れていく計画である。

２．実践内容
1社会科での取り組み
①３年公民的分野【政治の仕組み】
  政治単元の学習の導入として、増税
に関する新聞記事を取り上げ、必要性
を議論する学習を行った。本時の授業
は政治に関心を持ち、社会科が目指す

資料
新聞に関するアンケート(５月実施）
①家で新聞を購読していますか？
・取っている 4１名(５3％）
・取っていない 3７名(4７％）
②新聞を読む機会はありますか？
・毎日読む ２名( 3％）
・時々読む ２１名(２７％）
・あまり読まない 38名(4９％）
・全く読まない １７名(２２%）
③新聞の見方を知っていますか？
・知っている ９名(１２％）
・だいたい知っている１3名(１７％）
・よく知らない 4９名(６3％）
・全く知らない ７名( ９％）
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公民的資質の育成を図る目的で行った
ものである。
  本時は2019年10月の増税のメリッ
ト、デメリット、増税がもたらす影響
などを新聞から読み取り、「賛成」「反
対」「条件付き賛成」という立場に分
かれて討論を行った。多面的・多角的
な考察をするため、「高齢者」「障害の
ある方」という具合に、自分とは異な
る立場に立ち、新聞から読み取ったこ
と関連付けて考察するようにした。
  本時の取り組みにより、様々な立場
の意見が政治に反映され、より良い社
会の形成につながることをつかむこと
ができた。そして、新聞記事には様々
な視点からの情報が掲載されているこ
とに気付き、自分の損得だけでなく、
客観的に社会的事象を捉えることの必
要性を実感した生徒が出てきた。

②３年公民的分野【地方自治】
  本単元では、本市の「売り」を探り、
地域おこしのプランを提案することを
課題に新聞を活用した学習を行った。
授業の事前のアンケートで、本市のイ
メージを聞いたところ、過疎化や少子
高齢化などの問題点は挙げられるもの
の、長所や他に負けない良さは出てこ
ず、生徒は地元の魅力や良さを認識し
ていないことが分かった。そこで、少
子高齢化や人口減少、大型店の進出に
よる商店街の衰退といった、生徒が挙

げた本市の課題を克服し、「地域おこ
しによって市の活性化を図る提案をす
る」ことを目標に、授業を展開した。
  本単元では地元紙を活用し、地元の
良さを探ることから始めた。生徒が新
聞から良さを探し、取り上げた地元の
「売り」には、「白神ネギやミョウガの
生産が盛ん」「風の松原、白神山地な
どの観光の拠点になるものがある」「ス
ポーツや文化的なイベントが行われて
いる」などがあった。これらの「売り」
と、本市の課題を関連させ、市の活性
化に向けて、次のような提案がなされ
た。

  本単元で学習した内容は、先述の総
合的な学習の時間の「ふるさとを創る
会」につながる学習とも関連付けられ、
新聞記事で見付けた課題を踏まえて、
能代市の活性化への提言をする生徒も
見られた。

2防災教育と社会科
  3年生社会科で、火災の記事を取り上
げ、人口問題、環境、地方公共団体の役
割りといった地理的分野や公民的分野の
学習内容と関連付けながら防災について

能代市の活性化についての提案
・ 田舎暮らしに憧れる人が増えていること
から、空き家や空き店舗を活用して、観
光の拠点として宿泊施設を設ける。
・ 農産物の直売所を運営したり、定住をサ
ポートしたりする体制を整える。
・ 住民のためのイベントが多く行われてい
ることから、１人暮らしの人も地域の和
に入りやすいことをアピールして、１人
暮らしの人の定住を図る。
・ 少子高齢化を逆手にとり、「子どもの数が
少ない分、手厚い教育ができる」ことをＰ
Ｒして、子育て世帯の移住を呼びかける。
・ 希望する高齢者を募って、共働きの世帯
の子どもを預かる体制を整える。
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の考察を行っ
た。学区で起
こった火災
は、 生 徒 に
とって大きな
衝撃であったようで、地域住民として真
剣に考える姿があった。また、消防士を
目指す生徒もおり、自分の将来と重ねて
取り組む姿も見られた。
  本時は火災について、地元紙や全国紙
など、同じ火災について取り上げた各紙
の記事を比較したり、関連付けたりしな
がら事実確認を行った。その後、火災の
原因を立地や自然環境、少子高齢化など
の視点から考察し、シンキングツールに
まとめ、その内容から、火災を防ぐため
に必要なことや改善すべきことを話し
合って提案した。

  生徒からは、新聞から読み取った火事
発生の背景として、「少子高齢化により、
地域の異変に気付きにくくなっている」
「海沿いで風が強く、昔から大火の被害
を受けてきた土地柄である」「古い家屋
が密集している地域があり、防火対策が
十分でない」といった意見が出された。
  火災発生の背景や、これまでの学習内
容との関連付けにより、地域の高齢者に
対して普段から声かけを行っていく必要

があること、昔から大火の被害に遭って
きた土地柄を踏まえ、消火栓等の設備を
更に増やす必要があることなどの意見が
出された。
  学習の最後には「地域の一員として、
防災にどう関わるか」という視点で振り
返る時間を設
定し、自分の
こととして捉
えられるよう
にした。

⑶全校での取り組み
①新聞フロンティア
  本校では様々な活動を「フロンティ
ア」と称し、諸活動を通じて得た知識
や技能を学校生活のあらゆる場面に生
かす取り組をしている。ＮＩＥの指定
を受ける以前から、本校では毎週金曜
日に「新聞フロンティア」を実践して
いる。当初は新聞を活用して読解力を
高めることを目的としていたが、記事
から読み取った内容について、自分の
意見をもったり、提案をしたりして、
思考力の育成を図っている。

新聞記事を基に作成したシンキングツール

火災発生や被害拡大の要因を、消火活動
の在り方、高齢化社会などの視点から考え、
自分にできる対策を考察している。

生徒の振り返りから
・ 何か起こったときに助け合えるよう、近
所の人同士のコミュニケーションを、普
段からとっておかなければならない。
・ 古い設備や家電から火事が起こることも
あるので、定期的な点検や買い換えなど
を考えることも必要だと思った。
・ 自分の住んでいる環境をよく知ること、
もし火災が起きたとき、広がりやすいの
はどこか、危険箇所を把握しておくこと
が大事。そうすれば、いざというとき状
況を判断して適切な対応ができると思う。
・ 避難経路の確認やハザードマップの作成
など、万が一に備えた対策を充実させて
いく。
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②体験活動後の新聞制作
  本校では各学年で実施する体験活動
後、学んだことや得たことを新聞形式
にまとめている。このうち、２年生は
宿泊研修実施後、自身の体験を通じて
学んだことを新聞にまとめた。職場体
験に関するもの、宿泊研修全体を通じ
て学んだことなど、共通のテーマを設
定し、それぞれの記事に大見出しや小
見出しを付け、実際の新聞を意識して
制作した。
  最後には完成した新聞を生徒同士で
交換し、他者の新聞から学んだことや
気付いたことをコメントし合う活動を
行った。自分が制作した新聞にコメン
トをもらうことは生徒の自信につなが
り、自己肯定感や自己存在感の高まり
が期待される。

３．成果と課題
【成果】
・ 記事の内容をじっくりと読むことで、情
報の取捨選択や精査、事象の関連付けを
する力が身に付いてきた。

・ 生徒にとって身近な記事を取り上げられ
ることで、自分のこととして課題解決に
取り組むようになり、主体的な活動が展
開された。
・ 記事を読んで情報を得るだけでなく、写
真に注目したり、地図から考察したりす
るようになり、社会科の資料として有効
な教材であると実感した。

【課題】
・ 新聞に触れる機会が少ないために、情報
の取捨選択を苦手とする生徒がいる。新
聞を気軽に手に取り、身近なものにして
いく仕掛けや工夫をする必要がある。
・ 新聞記事には、中学生にとって難易度の
高い表現や語句が多々あり、辞書を使い
ながら読み進めてしまうと、内容をつか
むまでに時間がかかってしまうことが
あった。語釈を付けて渡すなどの工夫が
必要である。
・ 特に政治的な内容については生徒だけで
の読み取りが難しく、事前に説明したり、
調べたりする必要があり、入念な下準備
がなければ授業で展開しにくい。

↑付箋には読んだ級友からのコメントが書かれている
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新聞記事等を用いて，ものの見方・考え方を深めることができる生徒の育成を目指して
美郷町立美郷中学校
教諭 大 河 見 一

１．はじめに  ～学校の概要と生徒の実態～
美郷中学校は，平成２4年4月に六郷・千
畑・仙南の3中学校が統合してできた，創立
７年目の学校である。平成3０年度の学級
数は２０(特別支援学級を含む），生徒数は
4７3名であり，県内では比較的規模の大き
い中学校である。
本校では，美郷町教育理念である「豊かな
人間性を育み，将来の美郷を担う人間の育成」
という地域の願いを受けて，「健全な『心力』
と『体力』を基盤にした『知力』・『地力(地
域力）』の向上」という基本方針を掲げ，目
指す生徒像を明らかにして日々の教育活動に
取り組んでいる。

本校の生徒は全体的には素直で，諸活動に
真剣に取り組むことができる。また，与えら
れた役割を果たそうと真面目に取り組む姿が
様々な場面で見られる。反面，大人数の中で
学習・生活することから，自分らしさを発揮
できずにいる生徒もいる。他の人の目を気に
して，積極的に発表できなかったり，分から
ないことをその場で質問できなかったりする
ため，主体的に学ぶ姿勢は十分に定着してい
ないという課題も見られる。

２．実践内容
１ 新聞閲覧コーナーの増設
  昨年度から，「まずは新聞を生徒の身
近に」という考えから，生徒玄関ホール
に「新聞閲覧コーナー」を設け，常に複
数の新聞社の紙面に親しむことができる
ようにした。
  今年度は秋田魁新報，読売新聞，朝日
新聞，毎日新聞，産経新聞，日本経済新
聞の６社の購読が可能となり，同じ題材
を取材した各社の記事を読み比べができ
る状況となった。
  さらに，ホールから遠い南棟で学校生
活を送る２年生に配慮して，南棟２階に
も新聞の閲覧スペースを確保した。利用
できる場が増えたこともあり、朝読書が
始まるまでの時間，昼休み，下校バスの
待ち時間など，生徒が利用する時間帯に
も多様化が見られ始めている。

２� 美郷町の関連記事や卒業生の活躍を掲
載した記事の掲示
  昨年度から「オラほの町が載ってる
よ！」という掲示コーナーを設け，美郷
町に関わる記事を，広報委員会が中心と

心力を鍛える 「切磋琢磨しながらも

互いのよさを認め合う生徒」

体力を鍛える 「健康的で基本的生活習慣

が身に付いている生徒」

知力を鍛える 「生き生きと目を輝かせ，

真剣に学ぶ生徒」

地力を鍛える 「美郷を愛し，

美郷に貢献する生徒」

↑「目指す生徒像」

↑南棟閲覧コーナー
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なって紹介していく取り組みを始めた。
今年度は「私財を投じた復興の道」を歩ん
だ郷土の偉人「坂本東嶽」に関わる記事
や，美郷町が推進しているタイ王国との
交流に関わる記事などが紹介されている。

  生徒にとって身近な新聞資料が掲示さ
れていることにより，生徒が自分と地域
社会との関わりに気付くとともに，郷土
の歴史や文化，地域に住む人々の営みな
どに目を向けるよい契機となった。また，
総合的な学習の時間における地域教材と
しての活用事例も見られた。

  さらに，今
年度は，高校
総体等におけ
る先輩たちの
活躍を取り上
げた，「美郷
魂，ここにあ
り」と銘打っ
たコーナーを

立ち上げた。先輩たちの活躍の様子に関
心をもつ生徒が多いようで，足をとめて
記事に見入る姿が多く見られた。
  体育委員会を中心に推進してきてい
る，「走る美郷」の伝統を継承しようと
する取り組みもあり，本校の生徒たちに
とってはよい刺激となっている。

３ 中高生新聞購読の継続
  本校では，昨年度から毎週金曜日の朝
読書の時間(１５分間）を中高生新聞購
読の時間にあてている。「読売中高生新
聞」は，Ａ3版より一回り小さいタブロ
イド版で，読みやすい。ページ数も豊富
で，内容も多彩である。様々な家庭環境
の中で生活し，社会的事象との出会いの
場が少ない中学生にとって，様々な社会
の動向を捉えることのできる具体物であ
り，非常に優れた教材である。新聞を購
入しない家庭が珍しくなくなった昨今に
おいては，町の協力によって全校生徒に
新聞が配布されるということは非常に幸
運なことである。
  新聞に目を通した後，関心をもった内
容を選択し，「みんなでＮＥＷＳＰＡＰ
ＥＲ！」という感想カードに自分の考え
を記録させている。昨年度から，週一回
じっくり新聞に目を通す時間を継続して
いくことを全校で行っている。また，自
分の考えは三文以上の文を用いて示すと
いう「三文記述」を推奨していくことに
も取り組んできた。１１月に行われた

↑「オラほの町が載ってるよ！２０１８」

探究課題

美郷の
歴史や文化

私の美郷
～ふるさと再発見～

美郷の現状と
地域の将来

美郷の今
～つながる美郷の宝～

大田区と美郷の関係や

外から見た美郷の現実

美郷の未来
～美郷の輝きを発信～

テーマ

一
年

二
年

三
年

↑本校の「総合的な学習の時間」の系統性

↑「美郷魂，ここにあり」

←「みんなで
ＮＥＷＳ
ＰＡＰＥＲ」

☆�広い視野から
社会的事象を
☆�自分の気付き
や考えたこと
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第２回生徒総会において，「三文を書く
には記入欄が狭いので広くしてほしい。」
という要望が出されるなど，活動意欲の
高まっている生徒が少しずつ増えている
様子がはっきりと見てとれた。

４�「ニュース発表」の推奨と学年単位に
よる取り組みの拡充
  本校では，朝の学活で「今朝のニュー
ス」を紹介する活動を推奨している。ク
ラスに応じて，日直または日替わりの
ニュース係などの役割分担を決めて取り
組んでいる。生徒全員に発表の場を確保
し，その内容を教室内に掲示することで，
友だちがどのような新聞記事に関心を示
しているのか，記事を通じてどのような
ものの見方・考え方を示しているのかを
見取ることができるようになったことは
意義深いと考えている。
  さらに，今年度は，１年生においては
「ニュース発表」を行うこととした。学
年単位にまで拡充することができたこと
で，「朝の会の中ではなかなか時間がと
れない」「どのように指導したらよいの
か分からない」など，昨年度課題であっ
た学級担任の負担感がなくなり，他の学
級の動向に学ぶ姿勢も見られるように
なった。加えて，「ニュース発表」に対
する質問を日常的，継続的に行うことを
意識化させた学級が見られるようにな

り，質問を
する生徒を
アトランダ
ムに選ぶた
めのの創意
工夫も見ら
れた。この
ように，学
級担任一人
一人が，新

聞と学級の生徒たちとの出会いの場を大
切にしようという意識が高まった。また，
指導のノウハウが共有化されたことも大
きな成果と考えている。

５ 「新聞づくり」に挑戦
  本校では，以前から広報委員会が主催
して年4回学級新聞を作成している。学
級の紹介や合唱祭に向けた学級の取り組
みなど，その時期にふさわしいテーマを
設定した上での取り組みである。

  今年度は学年単位で実施している「総
合的な学習の時間」の中で，新聞作成に
取り組む試みを行った。
  本校の所在する美郷町には，名水百選
にも選出された「清水の郷」があり，小
正月行事「竹うち」が有名な六郷地区，
大自然に囲まれたラベンダー園や，国指
定史跡・払田柵のある千畑地区，後三年
合戦の戦場となり，地元企業の代表とも
いうべきヤマダフーズを有する仙南地区

↑１年３組の「ニュース発表」
コーナーを例に

↑ 学級新聞コーナー「みんなの新聞勢揃い」

←�１年生が作
成した新聞
の例

☆�美郷町への
提言も
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一流の学び手を育むＮＩＥ
横手市立平鹿中学校
教諭 星 野 正 博

１．はじめに
本校では「めざすは一流！一歩一歩を確か
めながら」の合い言葉の下，主体的に学び，
成果を実感して次の学びにつなげられる生徒
の育成を目指し，教育活動に取り組んでいる。
ＮＩＥでは次の3点を目標に，昨年度に引
き続き実践を積み重ねてきた。
・ 新聞に親しみながら豊かな情操，豊かな
語感を育む。
・ 目的に応じて必要な情報を見付け，資料
を効果的に活用する力を育てる。
・ 活字に親しみ，語彙を豊かにする生活習
慣を付けさせる。

２．実践内容
1新聞を読みたくなる，

活用したくなる環境の整備

  教室から職員室や理科室，体育館に行く
ときに通るギャラリースペースに昨年度か
ら複数の新聞を閲覧できるコーナーを作っ
ている。特に上級生の中に，移動教室の際
によく新聞をめくって記事をチェックして
いる生徒が多い。最大７紙が置かれるため，
トップ記事や同じ事柄の取り上げ方の違い

などにも目を向けやすい。
  また，各学年棟の廊下にも新聞閲覧台を
置いて，「新聞が身近にある環境」を作っ
ている。

  校長室前には，「てつやが読む !!」と名
付けた特設コーナーを設置してある。これ
は，校長先生が旬な記事を素敵なイラスト
と鋭い切り口で紹介する人気のコーナー。
今年で4年目なので，特に２，3年生は楽
しみにしてよく見ており，記事の内容につ
いて校長先生と談話している姿もよく見ら
れる。

ギャラリースペースにある新聞台

各学年棟にある新聞台

校長先生が選んだ記事を紹介する
「てつやが読む !!」のコーナー



― 3７ ―

2各教科の授業での新聞の利活用
①技術科での取り組み（１年生）
  「情報」「ものづくり」というキーワー

ドで新聞から気になった記事を見付け，
感想も入れてポスターにまとめた。

②国語科での取り組み（１年生）
  「まわしよみ新聞」作成のために残り
一つの記事をどれにするか決めるため，
他二つの記事や見出しとの関連について
話し合う学習を行った。「関連付け」と
いうキーワードをもとに，生徒が主体的
に話し合うことができた。また，見出し
と記事①，記事②をトータルに見てそれ
ぞれの「関連」を考えることができた。
  また，その後の個人での学習では，事
象ではなく「思いやり」「夢」「成長」な
どをキーワードにして，幅広い内容の記
事から情報収集ができた。

③国語科での取り組み（３年生）
  記事の読み比べを行った。生徒は全体
の話し合いを通して，新聞記事を読み比

同じ記事を新聞によってどう報じているか考
えさせるもの

「ＳＮＳへの投稿」について，新聞記事と四コ
マ漫画を紹介したもの

技術科で作成したポスター

自分の主張のために適切な記事を選ぶ学習
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べる際には，出来事を見る視点の違いだ
けでなく，新聞社それぞれの立場や，主
張にも目を向けることが大切だというこ
とに気付いていた。本時の終末では，新
聞記事を評価する視点が増え，より多角
的に新聞を読み比べることができた。
  また，本時で身に付けた視点(視点・
テーマ性・メッセージ性等）を使って，
単元の終わりには全員が読み比べ新聞を
作成することができた。

⑶授業以外での新聞の利活用
  毎週火曜日の朝の時間に，読売新聞のコ
ラム「編集手帳」を視写して感想をまとめ
る「一流シート」の取り組みを全校で実施
している。学級の代表２名分をギャラリー
スペースに掲示，残りは班ごとに廊下に掲

示した。書くスピードのアップ，字を丁寧
に書く意識付けがなされ，一流の文章に触
れて語彙を豊かにするよい機会となってい
る。

  横手市の「新聞の日」以外の金曜日も「平
鹿中新聞の日」として，朝読書の代わりに
新聞を読む時間にしている。また，自分が
決めたテーマに合った記事や興味関心のあ
る記事を切り抜き，ファイルに保管。10
月の学校祭に合わせて，全学年で「切り抜
き新聞」を作成した。選ぶ記事の内容や主
張，レイアウトなど学年が上がるほどレベ
ルが上がっていた。

  新聞を使っての１分間スピーチを「みん
なのニュース」と称し，全校統一したシー
ト(紹介する新聞記事を貼り，内容を要約
して自分の意見を書く）に書かせて，学年
棟に掲示している。

同じ事象を扱った記事の読み比べ

３年生の作成した切り抜き新聞

「みんなのニュース」掲示板一流シート
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養護教諭が生
徒の目につく
公衆電話前に
「ほっと けん
こう ＮＩＥ」
コーナーを設
置。健康に関わ
る新聞記事や生
徒の感想を紹介
した。

⑷今年度の特色ある取り組み

  今年度，読売新聞秋田県版の「ジュニア
リポーター」に年4回の寄稿をした。執筆
は図書委員が担当。記事の基本である５Ｗ
１Ｈだけでなく，記事の内容を膨らませる
要素や写真を撮影する際のポイントなども
事前にアドバイスしていただいた。新聞に
親しむだけでなく，情報を発信するという

得がたい体験ができた。
  生徒たちから，今年度で定年退職される
校長先生に学校賞をプレゼントしたいとの
提案があり，日本新聞協会主催の「第９回
いっしょに読もう！新聞コンクール」に全
校生徒が取り組んだ。その結果，学校とし
てのこれまでのＮＩＥへの取り組みも評価
され，見事、優秀学校賞を受賞した。

３．成果と課題(成果○，課題●）
○ 新聞に触れる機会を多くしたことで，各学
年棟廊下やギャラリースペースの新聞を読
む生徒が増えた。
○ 「一流シート」(新聞コラムの視写と感想
記入）を継続してきたことで，社会に目を
向けたり，話題になったことについて友達
との会話が増えたりしている。また，語彙
が豊かになったり，表現を学ぶ場になった
りしている。
○ この紙面で紹介した以外にも理科，社会科，
英語科などで各教科に関わる新聞記事を紹
介するコーナーを設置している。このよう
に積極的に新聞記事を利活用しようとする
雰囲気が高まっている。
● 「ＮＩＥの年間指導計画」を各教科の先生
方の協力を得て作成しているが，なかなか
その通りに実践できていない。
→ その年度の単元の組み方等によって取り組
みが変わってくるので，長期休業に年間指
導計画の見直しを図る。
● ＮＩＥをより生徒主体のものとしたい。
→ 来年度から，学年棟，ギャラリースペース
の新聞の差し替えなどを広報委員会の常時
活動に組み込む。
● 必要な記事がなかなか見つからない。(新
聞を購読していない家庭の増加）
→ 学校で切り抜き新聞情報誌を定期購入して
いく。

ほっとけんこうＮＩＥ

12月１日の読売新聞32面
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新聞コンクール」への応募作品を作成し
た。
  学校で紹介した記事とトークタイムを
もとにして作品を仕上げた生徒や学校で
紹介した記事について家族と意見交換し
た生徒，記事の選定から自分で行った生
徒と様々であった。
  全校生徒９９名中8７名が応募し，昨
年度に続き，学校奨励賞を受賞した。今
年度は，個人の奨励賞も受賞することが
できた。奨励賞受賞作品は学習通信に掲
載し，全校生徒で共有した。
  受賞作品で取り上げた記事は秋田魁
新報に毎週日曜掲載の内館牧子さんの
コラムから「真夏の『騒音』」(秋田魁
2018/8/19）だった。
  祭りの音や子どもの声を「騒音」とす
る考えに驚き，祖母に話すと，祖母も人
を不快にしようと故意に出される音は
「騒音」と感じるが，祭りの音や子ども
の声がなくなるのは残念だと語る。その
考えを聞いて，「不快にしかならない騒
音」と「幸せをもたらす騒音」の二つが
あると考えるようになる。そして「騒音」
について調べるうちに「ハッピー・ノイ
ズ」という言葉に出会ったという内容で
ある。「ハッピー・ノイズ」は少子化問
題を抱えるドイツが子どもの声を指した
言葉である。
 「騒音」は受け手側が決めている。今，
自分が騒音と感じている音も「騒音」な
のか考え直す必要があると考え，不平不
満を言うより，受け手が広い心で受け止
める方が幸せをもたらすのではないかと
いう提言で作品は結ばれている。
  受賞した作品以外にも，身近な地域に
戦時中に疎開してきた子どもとの交流を
伝える新聞記事から，戦時中に自分のこ
とを後回しにしてまで疎開児童をもてな
したことへ感動したという作品もあっ

た。内閣の決定事項とはいえ，自分の生
活も苦しい中で６人もの疎開児童を受け
入れたのは，そうとうの覚悟であり，自
分の食事を後回しにしてまでもてなし
たのは日本人の心だという父の意見を聞
き，元疎開児童が戦後５０年後に桜の苗
木を贈ったのは，５０年経っても忘れら
れないほどの恩を感じていたからだと感
じ，そうした結び付きを記念碑として残
し，伝えていく大切さを訴えていた。
  また，シリーズ「１4歳の君へわたし
たちの授業」から，萩本欽一さんの「夢
を語りいじめ撃退」の記事を取り上げ，
いじめ防止について話し合った学級会と
結び付け，母と意見交換したという作品
もあった。いじめられる側にも問題があ
るという意見には絶対に反対だと強く思
うようになり，「辛い目に遭うと，その
分いいことがある」という言葉から勇気
をもらって一歩を踏み出したいと決意を
述べていた。
  夏季休業を利用して，普段の何気ない
生活では語り合わない内容を新聞記事の
おかげで語り合う機会がもてたことは貴
重な経験になったと感じている。

⑶新聞作成の視点を生かしたまとめ
①新聞作成講習会
  8月２７日に秋田魁新報社の齊藤敦
氏を講師に新聞作成講習会を行った。
今年度は，まとめ新聞の作成に活用す
ることは当然とし，知ったことや学ん
だことを端的に述べる力の育成も目指
して「見出し作成」をテーマに講習会
を行った。
  見出しは１０文字程度で「５Ｗ１Ｈ」
がパッと見て頭に入るようになってい
ること，そして情景が浮かぶような見
出しになるように『いい言葉』を選ぶ
センスが問われることを，実例を挙げ
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て示してもらい，実際に記事と写真か
ら見出しをつくる実習を行った。
  記事の中の言葉を使うことや読んで
みて言葉の調子を整えることなどのコ
ツを伝授してもらい，金足農業の甲子
園での活躍を報じる記事につける見出
しを考えた。そして，生徒の案をいく
つか取り上げて，誤解のない表現にす
ることや熟語を使って文字数を減らす
工夫などを学んだ。
  実際の見出しを知らされ，言葉選び
の工夫を発見した生徒が多く，今まで
と違った新聞の見方をするきっかけに
もなった。
②総合的な学習のまとめ新聞作成
  総合的な学習の時間で学んだことを
新聞形式にまとめている。１年生は，
身近な人へのインタビューと宿泊研修
での職場訪問の内容を合わせて自分自
身の職業観について新聞にまとめた。
２年生は，4日間の修学旅行で学んだ
ことを新聞形式にまとめている。
  複数の学びを記事に分けて整理しな
がら，全体を通して編集後記の形で学
びを統合することができるところが新
聞形式のよさだと感じている。

⑷ＮＩＥコーナー
①学年ごとのトークタイムの足跡
  教室や学年ホールにコーナーを設置
し，新聞記事を紹介し，トークタイム
で出た個々の考えなどを掲示した。
②新聞記事や新聞に関する知識紹介
  図書室前に学校や地域に関する記事
や，新聞作成講習会の内容をもとにし
た新聞に関する知識を掲示している。
③新聞閲覧スペース
  図書室前のＮＩＥコーナーには，１

週間分の新聞各紙を備え，新聞を自由
に手に取れるようにしている。

３．成果と課題
新聞の構成，取材の仕方，見出し作成と内
容を変えて継続してきた新聞作成講習会がま
とめ新聞の作成に生かされている。
「いっしょに読もう！新聞コンクール」に
向けた新聞記事をもとにした意見交換が非常
に有意義だった。
紹介した取り組み以外に国語科や社会科，

技術科，道徳の時間でも数回，新聞記事を取
り上げているが，生徒にとって新聞が「自分
から手に取るもの」にはなっていない現状が
ある。

秋田魁新報社�齊藤�敦氏から新聞の構造と見出し
作成の講習を受ける。【上】実際に作成した見出
しを紹介し，見出しの言葉選びについて，さらに
学んだ。【下】
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社会の問題に関心を持ち、視野を広げ自分の考えを持てるようになるために
秋田県立六郷高等学校
教諭 猿 橋 知 恵

１．はじめに
本校では昨年度も、ＮＩＥの実践校として
活動してきた。しかし、今年度は熱心に取り
組んでいた教員２名が一度に転出してしまっ
たため、辞退したいというのが正直なところ
であった。しっかりとした目標設定のもと実
践していた昨年度までの活動のようにはいか
ず心苦しい。
ただ、便利な情報ツールを手にしていなが
ら、自分の興味のあること以外には全く目を
向けようとせず、狭い世界に生きている生徒
が多い中、なんとか世の中のことを知って関
心を持ち視野を広げてほしい、自分なりの考
えを持ってほしいという願いが教師にはあ
る。今年度各教科・各教員が何らかの形で新
聞を使った例を挙げて、報告に代えさせてい
ただきたい。

２．実践内容
1週末課題・長期休業課題
  世の中のさまざまな動きや情報に触
れ、自分なりの考えを持てるようにさせ
たいと、各教科の週末課題や長期休業課
題に新聞記事が利用された。教師が選ん
だ記事を読ませる課題と生徒自身が関心
を持った記事を切り抜く課題がある。
〈国語〉
  週末課題として、「ゲーム依存症」「日
中の互いの国の印象に関する共同世論調
査」「日本語の新しい表現に関する世論
調査」「ゲノム編集技術を使った双子の
誕生」などの記事を提示し、テーマにつ
いて考えたことを書かせた。
  また夏季休業の課題として、関心を

持った記事の切り抜きをさせた。
〈理科〉
  科学関連記事を切り抜き、感想を書く
週末課題を課した。生徒が興味を持つ話
題は、マイクロプラスチックの問題等の
環境問題が多かった。
〈１年社会福祉基礎〉
  ゴールデンウイークと夏季休業の課題
として、関心を持った記事について要約
させ、感想を書かせた。記事内容の指定
はなかったが、高齢者福祉・障がい者福
祉・児童福祉に関する記事や地域の福祉
に関わる記事を選ぶ者が多かった。

2各教科の授業
〈３年国語表現〉
「新元号を考えよう」
  時代の節目に巡り合わせた生徒たち
に、生まれ育った平成と高校卒業とほぼ
同時に迎える新しい時代について考えて
みてほしいと思い、ちょうどあと１年と
なる時期に実施した。以下のような内容
である。
① 新聞の見出しの「来年５月に『○○』
から(○○○）に変わる」を大きな
紙で提示し、空欄に入る言葉(平成・
新元号）を考えさせる。
② 配付した新聞記事から、「元号とは
何か」「『平成』という元号にはどの
ような意味がこめられているか」を
読み取る。
③ 「平成」はどんな時代だったかを、
自分の記憶やイメージで書いてみ
る。
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④ 提示した「平成」の主な出来事や流
行をまとめた記事、「平成」がどん
な時代だったかについての世論調査
記事、社会学者の談話記事などを読
む。
⑤ 各自の新しい時代への願いをこめた
新元号を創ってみる。
 ただし、記事に書かれた平成改元の
時の六つの条件を踏まえること、表
記上の配慮として頭文字がＴ・Ｓ・
Ｈ以外になるもの、辞書等を使って
漢字の意味をよく調べることとし
た。
⑥ 各自の創った新元号をグループ内で
発表し合って一つを選び、代表者が
クラスで発表する。
⑦ 後日、全員のものをこめられた意味
や願いも添えてプリントし配付し
た。
⑧ 「新しい時代への願い」を文章にま
とめる。

  生徒たちは、「改元」について、知っ
てはいてもそれまであまり関心を持って
いなかったようだ。しかし、新聞記事を
きっかけに平成を振り返り、新元号を
創ってみるという活動を通して、科学技
術の発達・ネット社会・自然災害・国同
士の争い・少子高齢社会などさまざまな
社会の問題に目を向け、考えた者が多
かった。
  新しい時代に願うだけでなく、「新し
い時代をどう生きるべきかを考えなけれ
ばいけない」「自分たち若い世代が争い
を絶滅しなければならない」「すべての
問題に対して一人一人が意識することが
大切だ」など当事者意識を持った姿勢が
見られたのがよかった。

〈２年国語表現〉
「まわし読み新聞」
  各自が読んで考えを書くというところ
から一歩進めるために、よく行われてい
るという「まわし読み新聞」を実施した。
①各自が新聞を読む。
② 「おもしろい」「気になる」など興
味を持った記事を切り抜く。
③ 4～５人のグループで、切り抜いた
記事の内容や選んだ理由を一人ずつ
紹介し合う。
④ 記事の重要度や配置を話し合って、
模造紙に貼り付ける。記事には選ん
だ人の名前を書き入れる。
⑤ 編集後記として一人一言ずつ感想を
書く。
⑥ 壁に貼り、他グループの新聞も読む。

  各自が選んだ記事は、スポーツや実施
時期のトップ記事が多く、多少偏ってい
たのは残念だったが、見逃してしまいそ
うな記事や考えさせられる記事を選ぶ者
もいた。生徒が楽しんで取り組んだこと、
他の人が選んだ自分の興味・関心以外の
記事を読む機会が得られたこと、グルー
プの中で発表したり、一つのものを作る
ために話し合ったりするコミュニケー
ションをとる機会となったことはよかっ
た。

〈２年現代文Ｂ〉
  新川和江の詩『ぶぅぶぅ紙を…』の授
業では、生徒の戦争についての現実感の
希薄さを補うものとして、少し古いもの
ではあったが地元紙の新聞記事を利用し
た。
  提示したのは、詩と同様に若くして戦
死した叔父の残した日記や手紙が見つ
かった記事、戦時中に生徒と同世代の若
者だった人が、自身も機銃掃射を受け同
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級生を亡くした経験を語る記事の二つで
ある。いずれも身近な地元や県南地域で
起きたことであったため、戦争が遠い世
界のものではなく、まさにこの地でも
あったこと、生まれるのが少し早ければ
自分の身にも起きたかもしれないことと
して受け止め、詩の理解の助けとするこ
とができた。

〈現代社会〉
  「女子の制服ズボンもＯＫ」という、
東京都内の中学校で広がっている、女子
の制服にズボン着用を認める動きについ
ての記事を読んだ。制服の原則の見直し
を区長に直談判した女子児童や区長の考
えを知り、多様な価値観や生き方、それ
が受け入れられる社会について考えた。
 「フェイスブックの利用者情報の流出」
の記事により、個人情報の管理に関わる
問題について考えた。

〈２年生物基礎〉
  「遺伝子情報とＤＮＡ ゲノムと病気」
の単元で、「新型出生前診断」の記事を
活用した。出生前診断により生まれてく
る子供がダウン症である可能性が高いと
わかった場合、産まない選択をすること
が多い現実がある一方、ダウン症の本人
や家族が幸せに暮らしている例も多くあ
ることを知った。さらに障がいについて
調べた上で、自分であれば産むか産まな
いかについて、理由とともに発表し合っ
た。正解のない難しい問題について、両
方の立場を踏まえて自分の考えを深める
きっかけとなった。

〈２年家庭総合・３年保育〉
  「子どもの権利と福祉」

  この単元について学習していた時期に
起こった幼児虐待の記事を活用した。読

んで感想や思い浮かぶ言葉を発表し、こ
のような虐待はなぜ起こったかなど、そ
の背景について考え、自分たちが普段か
らできること、しなければいけないこと
について意見を出し合い、共有した。
  また、幼児虐待の記事に関わるコラム
を読み、子供にとって保育者とはどのよ
うな存在であるべきか、子どもの発育・
発達にとって重要なことは何かを考え、
学んだ。

〈保健体育〉
「体育理論：スポーツと経済」
  ビジネス五輪のモデルケースとなった
1984年のロサンゼルスオリンピックに
関する「もうかる五輪確立」という記事
を利用した授業を実施した。オリンピッ
クが単にスポーツの祭典ではなく、テレ
ビ放映権やスポンサー導入など経済と切
り離せないものになっていることを知
り、来年の東京オリンピックの問題につ
いても考えた。
  保健分野では、感染症や食中毒の記事
を活用した。

⑶３年進路学習
・ 4～７月の時期に新聞記事についての考
えを書かせたが、各自の進路を意識させ
た上で自由に記事を選択させた。今年度
の就職求人の予想記事を選ぶ者、希望す
る保育に関わる記事を選ぶ者など、記事
の内容はそれぞれであったが、自分の進
路に直結する知識や情報を得、意見をま
とめることで考えを深めた。書いたもの
は担任がチェックし、独りよがりになら
ないよう指導した。
  ここで読んだり書いたりしたことは、
この後の志望理由書や履歴書の作成、小
論文や面接といった本番の試験に向けた
より具体的な準備に活かすことができ
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た。
・ 毎朝のＳＨＲで、日直が新聞記事から今
日のニュースを選んでその感想を発表し
た。情報を共有するとともに、考えをま
とめて話すことで就職試験の面接対策に
もなった。

３．成果と課題
１，２年生のうちの１００名に簡単なアン

ケートを採ったところ、家で新聞を取ってい
るという者が６９名、取っていないという者
が3１名であった。取っている６９名のうち、
毎日読む者が3名、ときどき読む者が3０名、
読まない者が3６名で、ふだん家で新聞を読
むことのない者が７割近いことが分かった。
しかし、新聞について「字が小さく読むの
が面倒」「漢字が多く難しい」「テレビやイン
ターネットで十分」といった声もある一方、
「社会で起こっていることを知れる」「好きな
タイミングで落ちついて読める」「テレビよ

り詳しく情報量が多い」「ネットより嘘の情
報が少ない」という肯定的なコメントが多
かった。家では読まない生徒たちにとって学
校で新聞に触れる機会があることは、それだ
けでも意味がある。記事を最後まで読めない
生徒、正しく読みとれない生徒がいるのも現
実だが、継続することで少しずつでもできる
ようになるはずである。
新聞はあらゆるジャンルを網羅し、教材の
宝庫と言える。世界や地域の情報を知り、様々
な角度からの意見に触れられる。本校でも、
新聞を授業や指導に利用することは日常のこ
とになっている。しかし、今年度はただ資料
として提示する形や読んで感想を書いて終わ
ることが多く、十分に活かしたものとは言え
なかった。他者の感想や意見を知り、互いに
やりとりをしなければ、考えを深めるという
段階に進むことは難しい。これまでやったこ
とを継続するとともに、この点を進化させて
いくことが課題である。
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ＮＩＥ盛岡大会に参加して
秋田県立大曲農業高等学校

教諭 佐 藤 香

第２3回日本ＮＩＥ全国大会盛岡大会は、
「新聞と歩む 復興 未来へ」のスローガン
のもと行われた。大会を通して、東日本大震
災のつらく悲しい体験、そしてその教訓を引
き継ぎ、子供達が手を取り合って勇気と希望
を持って進んでいく様子が感じられた。
例えば座談会では、岩手県で教師になるこ
とを目指している高橋莉子さんが登壇した。
震災当時、大船渡市立第一中学校の１年生
だった高橋さんは、生徒会有志で手作り新聞
「希望」を作成し、学校、避難所、仮設住宅

などに配布して交流が広かった体験や教師に
なってぜひ新聞を活用した授業を行いたいこ
とを力強く話していた。
公開授業や実践発表からも、復興や地域の
明日を主体的に考える子供達の姿が伝わって
きた。生きる力を育む復興教育が行われてい
ることに心を打たれるとともに、そのために
も新聞が大きな役割を果たしていることを改
めて実感できた。
自然災害が各地で頻発する中で、生きる力
を発信した示唆に富む大会であった。
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ＮＩＥ盛岡大会にて
秋田県立大曲高等学校
国語科 小 川 康

２０１8年７月２６、２７日にNIE 盛岡
大会に参加しました。２６日の開会式と明治
大学教授の齋藤孝先生による記念講演は盛岡
地域交流センター「マリオス」で、２７日の
分科会はいわて県民情報交流センター「ア
イーナ」で行われました。被災地である大槌
町にある大槌学園で行われた分科会に、日程
の都合上参加できなかったことが悔やまれま
す。
２７日の分科会では、不来方高校普通科芸
術学系の公開授業を中心に参観しました。国
語科をメインにしながら教科を横断した取り

組みとして、日本大震災の記事をもとに復興
への思いを込めた彫刻、陶芸、絵、デザイン、
音楽、自由の６分野が発表されました。当時
小学生の彼らが経験した震災。報道を客観的
に捉え、自らの体験と融合して作り上げた芸
術は心を震わせました。
改めて新聞の力と様々な場面での活用方法
があること、教科に関わらずNIE に取り組
む環境を整える必要があるという課題を見つ
けることができ、勉強することができた２日
間でした。
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ＮＩＥ盛岡大会の感想「なぜ、新聞なのか」
秋田県立横手高等学校
教諭 松 江 正 彦

岩手県盛岡市で行われた第２3回ＮＩＥ全
国大会盛岡大会は、東日本大震災が教育にど
のような影響を与えたのかというということ
を改めて考えさせられる機会になった。
様々な取り組みや提案がある中、最も印象
に残ったのは盛岡商業高校の「商業教育にお
けるＮＩＥ活用」であった。ビジネス系授業
の実践に、地元企業の社長の講演や地元新聞
の新聞記事、さらにはフィールドワークとい
う方法を用いるアイデアは新鮮であった。何
よりも、なぜ岩手でこの授業を行うのか。な

ぜ新聞が必要だったのか。そして、なぜこの
記事を使ったのか。それらの問いに対して明
確な答えがあり、意図があると感じた。
児童・生徒の変化が起きる場面には、多く
のきっかけや働きかけが存在している。震災
を一つのきっかけとして捉え直し、懸命に授
業を作ろうとする姿勢には深い敬意を感じ
た。
私自身も確固たる意図と目的のある授業実
践を今後も模索していきたいと改めて感じ
た。
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「伝える力」ＮＩＥ盛岡大会に参加して
横手市立十文字中学校
学校司書 髙 田 幸 子

長いブランクのあと、私が再び学校司書の
仕事に就いたのは東日本大震災の翌月のこと
でした。私の司書としての年月は震災の復興
への道のりと同じ時間で進行しています。
あの出来事はどう伝えられたのか。
毎年3月の図書館展示には、後日出版され
た朝日新聞縮刷版の付録の ｢3月１１日の号
外｣ を使用しています。混乱の中でも号外が
発行されたこと。翌日の我が家にも新聞が届
いたこと。避難所の手書きの壁新聞が人々に
たくさんの情報をもたらしたことなど、人々
の心に届いた新聞の ｢伝える力｣ の大きさを
感じるとともに、実体験としての記憶が少な
くなる年代の子どもたちにどう伝えていけば
いいかが、毎年のテーマです。
そんな中でのＮＩＥ全国大会でした。宮沢
賢治が大好きで、図書館の勉強をしたのも岩
手でしたので、岩手には(勝手な）思い入れ

がありました。２０１５年の秋田大会は参加
できず、残念な思いをしたこともあり、盛岡
大会の通知があったときは嬉しくて真っ先に
申し込みをしました。
座談会での若者たちの発表や大槌学園の子
どもたちの発言を聞いて、自分たちの記憶を
後輩たちや、その後に起きた地震や豪雨など
の被災地の人々に伝えようとする姿に頼もし
さを感じました。大会中に発行された高校生
たち制作の ｢イーハトーヴＮＥＷＳ｣ には希
望と未来を感じました。
横手市の小中学校では年8回の新聞の日が
あり、地方紙と全国紙１紙が子どもたちのた
めに毎日届きます。恵まれた環境に感謝しな
がら、新聞の持つ力を信じ、子どもたちに未
来を伝えていければと思います。
猛暑の２日間でしたが、爽やかな感覚で過
ごしました。ありがとうございました
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ＮＩＥ盛岡大会に参加して
鹿角市立八幡平小学校
教頭 近 藤 智 弥

①  仮設住宅、仮設店舗などがある。建物が
まだまばら。
  まだまだ復興の途中であることを実感し
た。
②  全町挙げて、将来を担う子どもたちを育
てようという強い意志(熱意）を感じた。
  岩手県の小中一貫校第１号である大槌学
園は、その象徴のようだった。
③ ・６年生の授業

  大槌のために貢献している人たちの
新聞記事に触れることで、自分自身を
見詰め直し、大槌への想い(思い）を
より強くしたのではないか。

・９年生の授業
  西日本の豪雨災害の記事を、自分た
ちの体験を基にして、とても身近で現
実的なこととして捉えていた。その上
でどのような支援が必要かを具体的に
考えていた。とても深いと感じた。自
分たちの町がまだ復興途中であるにも
かかわらず、現在被災している人たち
を支援したい、恩返しをしたいと思っ
ている生徒がたくさんいることに驚い
た。
  ６、９年生の授業とも、子どもたち
自身の生き方につながるとても意味の
ある内容であった。
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ＮＩＥ盛岡大会参加の感想
能代市立渟城西小学校
教諭 大 髙 玲 子

ＮＩＥ全国大会への参加は、今回が初めて
であった。まず何よりも驚いたのは、会場か
らあふれんばかりの参加者がいたことであ
る。ＮＩＥへの関心の高さを知った。
１日目は、楽しみにしていた講演会。齋藤
孝先生の痛快なトークの中には、新聞をより
身近な教材として活用する具体的な方法がた
くさん紹介されていた。担任している子ども
たちの表情を思い浮かべながら聴くことがで
きた。２学期からさっそく、「プレゼントレー
ニング」を開始したが回を重ねるごとに、記
事に対する子どもたちの意識が変容していっ
たことは、非常にうれしいことである。

２日目の公開授業は、社会と道徳を中心に
参観した。
授業の中での新聞の活用の仕方が、参考に
なったことはもちろんであるが、感動したの
は、授業に向かう子どもたちの姿である。ど
の子どもも、新聞記事の読み取りが早く、臆
することなく自分の考えを発言し、共感的に
受け止め、自然に語り合っていた。その姿
に、これまでの実践の成果を感じることがで
きた。生き生きとした子どもたちの表情を見
て、私たちも、新聞から情報を得ることを楽
しむべきだと実感した。
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NIE 盛岡大会に参加して
横手市教育委員会
永 沢 敏 昭

NIE 全国大会盛岡大会は齋藤孝氏の「新聞
力と復興」の記念講演から始まった。
まず、東日本大震災という甚大な災害を受
けたにもかかわらず、その翌日から新聞を発
行し、貴重な情報を提供し続けた大船渡市の
一地方紙の記者魂に感服した。
 ２つめ、小学校から高等学校までどの校種
でも新聞づくりに力を入れているように感じ
た。会場には子どもたちが作ったたくさんの
新聞が展示され、大会当日は、高校の新聞部
などの生徒たちが直に取材し、翌日には号外

も発行していた。
三つめは、幼稚園や保育園でもNIE に取

り組んでいたことだ。NIE に関わった OB
や PTA等が中心となって研究会を立ち上げ、
新聞かるたを作ったり読み聞かせをしたりし
ながら就学時前から、新聞と仲良くなって欲
しいと願って取り組んでいた。
岩手の素晴らしい実践とともに、アドバイ
ザー会議では全国各地の有志と貴重な情報交
換ができ、よりいっそうの情報共有と連携を
進めていかねばと感じた全国大会だった。
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1995年度  秋田市立明徳小学校、秋田市立築山小学校、天王町立東湖小学校

1996年度  秋田市立明徳小学校、秋田市立築山小学校、若美町立払戸小学校

199７年度  若美町立払戸小学校、秋田市立中通小学校、能代市立崇徳小学校

1998年度  秋田市立中通小学校、能代市立崇徳小学校、雄和町立雄和中学校

1999年度  雄和町立雄和中学校、秋田市立大住小学校、峰浜村立峰浜中学校

2000年度  秋田市立大住小学校、峰浜村立峰浜中学校、秋田市立川尻小学校、横手市立横手南小学校、
秋田市立桜中学校、秋田県立男鹿高校

2001年度  秋田市立川尻小学校、横手市立横手南小学校、秋田市立桜中学校、秋田県立男鹿高校、秋
田大学教育文化学部附属中学校、大館市立城西小学校

2002年度  鷹巣町立鷹巣小学校、大館市立城西小学校、秋田大学教育文化学部附属中学校、 二ツ井町
立二ツ井中学校、横手市立金沢中学校、県立大館高校

2003年度  鷹巣町立鷹巣小学校、鳥海町立笹子小学校、二ツ井町立二ツ井中学校、秋田市立御野場中
学校、横手市立金沢中学校、県立大館高校

2004年度  鳥海町立笹子小学校、鹿角市立尾去沢小学校、秋田市立御野場中学校、本荘市立本荘南中
学校、横手清陵学院中学校・高校、秋田和洋女子高校、大館市立矢立中学校

2005年度  鹿角市立尾去沢小学校、能代市立朴瀬小学校、秋田市立金足東小学校、由利本荘市立本荘
南中学校、大館市立矢立中学校、横手清陵学院中学校・高校、秋田和洋女子高校

〈県協議会指定〉
大館市立南小学校、大仙市立船岡小学校、北秋田市立阿仁中学校、大仙市立太田中学校

2006年度  能代市立朴瀬小学校、秋田市立金足東小学校、大館市立南小学校、大仙市立船岡小学校、
北秋田市立阿仁中学校、大仙市立太田中学校、大館国際情報学院中学校

〈県協議会指定〉
男鹿市立鵜木小学校、にかほ市立小出小学校、横手市立横手西中学校、秋田県立雄勝高校

200７年度  大館市立南小学校、大仙市立船岡小学校、大仙市立太田中学校、大館国際情報学院中学校、
秋田市立金足東小学校、男鹿市立鵜木小学校、にかほ市立小出小学校、横手市立横手西中
学校、秋田県立雄勝高校

〈県協議会指定〉
八峰町立水沢小学校、秋田市立下北手小学校、由利本荘市立亀田小学校、大仙市立土川小
学校、美郷町立千屋小学校、湯沢市立山田小学校、北秋田市立鷹巣中学校

2008年度  横手市立横手西中学校、八峰町立水沢小学校、秋田市立下北手小学校、由利本荘市立亀田
小学校、美郷町立千屋小学校、湯沢市立山田小学校、北秋田市立鷹巣中学校、男鹿市立鵜
木小学校、にかほ市立小出小学校

〈県協議会指定〉
大仙市立土川小学校、秋田市立旭北小学校、三種町立金岡小学校

2009年度  三種町立金岡小学校、北秋田市立鷹巣中学校、由利本荘市立亀田小学校、八峰町立水沢小
学校、秋田市立下北手小学校、秋田市立旭北小学校、五城目町立五城目小学校、五城目町
立大川小学校、にかほ市立象潟中学校

〈県協議会指定〉
鹿角市立平元小学校、横手市立朝倉小学校

これまでの秋田県の N I E 実践校一覧
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2010年度  三種町立金岡小学校、 秋田市立旭北小学校、 にかほ市立象潟中学校、 五城目町立大川小学
校、 五城目町立五城目小学校、 横手市立朝倉小学校、 鹿角市立平元小学校

〈県協議会指定〉
県立五城目高校、 県立 (定時制） 本荘高校、 能代市立能代第二中学校、 大館市立南中学校、 
湯沢市立山田中学校、 大潟村立大潟小学校、 仙北市立神代小学校

2011年度  横手市立朝倉小学校、 鹿角市立平元小学校、 能代市立能代第二中学校、 大館市立南中学校、 
湯沢市立山田中学校、 大潟村立大潟小学校、 仙北市立神代小学校

〈県協議会指定〉
県立五城目高校、 県立 (定時制） 本荘高校、 五城目町立大川小学校、 五城目町立五城目小学
校、 男鹿市立五里合小学校、 湯沢市立皆瀬小学校、 北秋田市立綴子小学校、 鹿角市立尾去
沢中学校、 由利本荘市立鳥海中学校、 大仙市立太田中学校

2012年度  能代市立能代第二中学校、 大館市立南中学校、 湯沢市立山田中学校、 大潟村立大潟小学校、 
仙北市立神代小学校、 湯沢市立皆瀬小学校、 由利本荘市立鳥海中学校

〈県協議会指定〉
県立五城目高校、 県立本荘高校定時制、 男鹿市立五里合小学校、 北秋田市立綴子小学校、 
鹿角市立尾去沢中学校、 大仙市立太田中学校、 大館市立成章小学校、 潟上市立出戸小学校、 
横手市立十文字第一小学校、 県立秋田北鷹高校、 県立横手高校定時制

2013年度  湯沢市立皆瀬小学校、 大仙市立太田中学校、 大館市立成章小学校、 潟上市立出戸小学校、 
横手市立十文字第一小学校、 県立秋田北鷹高校、 県立横手高校定時制、 能代市立能代第二
中学校、 能代市立浅内小学校、 秋田市立東小学校、 横手市立朝倉小学校、 由利本荘市立由
利中学校

〈県協議会指定〉
県立本荘高校定時制、 男鹿市立五里合小学校、 北秋田市立綴子小学校、 鹿角市立尾去沢中
学校、 能代市立能代南中学校、 羽後町立羽後中学校、 県立秋田南高校、 県立雄物川高校

2014年度  大館市立成章小学校、 潟上市立出戸小学校、 横手市立十文字第一小学校、 県立秋田北鷹高
校、 県立横手高校定時制、 能代市立能代南中学校、 羽後町立羽後中学校、 能代市立能代第
二中学校、 能代市立浅内小学校、 秋田市立東小学校、 横手市立朝倉小学校、 由利本荘市立
由利中学校

〈県協議会指定〉
県立秋田南高校、 県立雄物川高校、 秋田大学教育文化学部附属小学校、 八郎潟町立八郎潟
中学校

2015年度  大館市立成章小学校、能代市立浅内小学校、秋田市立東小学校、横手市立朝倉小学校、大
仙市立豊川小学校、能代市立能代第二中学校、能代市立能代南中学校、由利本荘市立由利
中学校、羽後町立羽後中学校、鹿角市立八幡平中学校、男鹿市立男鹿南中学校、大仙市立
協和中学校

〈県協議会指定〉
秋田大学教育文化学部附属小学校、由利本荘市立上川大内小学校、八郎潟町立八郎潟中学
校、県立秋田南高校、県立雄物川高校、県立横手高校定時制課程

2016年度  大館市立成章小学校、大仙市立豊川小学校、由利本荘市立大内小学校、大仙市立協和中学
校、鹿角市立八幡平中学校、男鹿市立男鹿南中学校、六郷高校、秋田大学教育文化学部附
属小学校、八郎潟町立八郎潟中学校、由利本荘市立由利中学校、雄物川高校、横手市立朝
倉小学校

〈県協議会指定〉
鹿角市立八幡平小学校、潟上市立飯田川小学校、横手市立山内小学校、横手市立山内中学
校
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201７年度  八郎潟町立八郎潟中学校、由利本荘市立大内小学校、秋田県立六郷高等学校、鹿角市立八
幡平小学校、潟上市立飯田川小学校、横手市立浅舞小学校、横手市立平鹿中学校

〈県協議会指定〉
大館市立成章小学校、由利本荘市立由利中学校、鹿角市立八幡平中学校、男鹿市立男鹿南
中学校、大仙市立協和中学校、大仙市立豊川小学校、美郷町立美郷中学校

2018年度  鹿角市立八幡平小学校、能代市立渟城西小学校、潟上市立飯田川小学校、由利本荘市立由
利中学校、横手市立浅舞小学校、横手市立平鹿中学校、美郷町立美郷中学校

〈県協議会指定〉
能代市立能代第一中学校、秋田市立金足西小学校、大仙市立豊川小学校、秋田県立六郷高
等学校
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社 名 連絡先（メール） 連絡先（電話） 住 所

秋田魁新報社読者局ＮＩＥ担当 nie@sakigake.jp 018 ー  888 ー  1822 〒010 ー  8601 秋田市山王臨海町1–1

朝 日 新 聞 社 秋 田 総 局 akita@asahi.com 018 ー  823 ー  5121 〒010 ー  0951 秋田市山王2ｰ1–46

河 北 新 報 社 秋 田 総 局 akita@po.kahoku.co.jp 018 ー  833 ー  4477 〒010 ー  0001 秋田市中通3–2–44

共 同 通 信 社 秋 田 支 局 ― 018 ー  862 ー  4813 〒010 ー  0956 秋田市山王臨海町1–1

産 経 新 聞 社 秋 田 支 局 akita@sankei.co.jp 018 ー  823 ー  5454 〒010 ー  0917 秋田市泉中央2ｰ3–18–505

時 事 通 信 社 秋 田 支 局 ― 018 ー  823 ー  6591 〒010 ー  0951 秋田市山王6–10–9

日本経済新聞社秋田支局 nikkei-akita@nex.nikkei.co.jp 018 ー  823 ー  5233 〒010 ー  0951 秋田市山王1–7–2

北 羽 新 報 社 報 道 部 hokuupost@hokuu.jp 0185 ー  54 ー  3150 〒016 ー  0891 能代市西通町3–2

毎 日 新 聞 社 秋 田 支 局 akita@mainichi.co.jp 018 ー  823 ー  2181 〒010 ー  0951 秋田市山王2ｰ1–53

読 売 新 聞 社 秋 田 支 局 akita@yomiuri.com 018 ー  824 ー  2211 〒010 ー  0951 秋田市山王6–2–1

秋田県NIE推進協議会を構成する報道機関各社は学校への記者派遣、先生方との教材
開発・授業開発などさまざまなNIE事業を展開しています。先生方・学校から各社に直接、
お問い合わせください。

「新聞の力」、 報道のプロが伝えます !!

 




